
（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

地００１ 項　　目　　名 鳥取・因幡魅力向上戦略事業費（地域住民生活等緊急支援のための交付金活用事業）

予算書項目 鳥取・因幡魅力向上戦略事業費 ページ 21 所　　属　　名

企画推進部地域振興監 
地域振興課年度 H27

一般会計 【問合せ先】移住定住促進係 0857-20-3184 

【９次総の施策体系】4204 

【事業の経過及び背景】
　国において、人口減少や少子高齢社会に対応するため「地方創生」に取り 組む「まち・
ひと・しごと創生本部」が設置された。本市としても国・県と連携を一層深 めながら、若
者が希望を持って働き、子どもを育てることができ、その豊かな暮らしが次世代に繋が
り、持続的に発展を続ける必要がある。 

【事業の目的及び効果】
　東部圏域１市４町で移住相談会、観光ＰＲ、物販を首都圏・関西圏において大々的に実
施することで東部圏域のファンを獲得し、東部圏域への移住定住を促進する。 

【事業の内容】
　東部圏域へのＵＪＩターンを希望する者及び県外進学の大学生等を対象に、各市町によ
る移住相談、起業相談の機会を首都圏・関西圏で開催する広域連携の相談会により提供
し、東部圏域へ のＵＪＩターンの促進を図る。
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

款 総務費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

事業の概要　会計名

市長段階査定額 4,748 0 

総務管理費

目 企画費

補正前額 0 

要求額 4,748 

総務部長段階査定額 4,748 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 4,748 諸収入 0 

計 4,748 その他 0 

行財政改革課処理欄

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

地００２ 項　　目　　名 地方創生ふるさと回帰推進事業費（地域住民生活等緊急支援のための交付金活用事業）

予算書項目 地方創生ふるさと回帰推進事業費 ページ 21 所　　属　　名

企画推進部地域振興監 
地域振興課年度 H27

一般会計 【問合せ先】移住定住促進係 0857-20-3184
【９次総の施策体系】4204
【事業の経過及び背景】
　国において、人口減少や少子高齢社会に対応するため「地方創生」に取り組む「まち・
ひと・しごと創生本部」が設置された。本市としても国・県と連携を一層深めながら、人
口増加を図り、持続的に発展を続ける必要がある。
【事業の目的及び効果】
　本市への移住定住者の増加に向けて、官民協働の取り組みにより移住定住の施策をより
総合的・戦略的に強化・加速化させる。
【事業の内容】
　官民協働の連携体制を構築し、情報発信及び交流拠点の設置、また、お試し定住体験施
設を拡充する。
（１）ふるさと鳥取市・回帰戦略事業
　　・銀行、企業等と連携し「ふるさと鳥取市・回帰戦略連絡会（仮称）」を設置
　　・Ｕターン者を対象にした新規登録制度の導入
　　・帰省時期にＵターンの呼びかけを実施
（２）鳥取市版「移住・交流情報ガーデン」設置事業
　　・移住定住者がいつでも集い、交流することのできる場を提供するとともに、移住
　　　定住希望者が訪れ、本市の移住定住支援に関する情報や鳥取暮らしの体験談を伝
　　　えることができる情報発信及び交流拠点を設置
　　・本ガーデンに３名の「移住定住コンシェルジュ」を配置し、移住定住希望者への
　　　情報提供、支援説明会等の開催、鳥取暮らしのコーディネート等を実施
（３）お試し定住体験施設整備事業
　　・中心市街地の空き家を借り上げ、ニーズの高いペット同伴可能なお試し定住体験
　　　施設を整備（現在あるお試し定住体験施設８棟→９棟に拡充）
　　・環境に優しい電気自動車を配備し、利用者の利便性向上を図る
　　・利用者に対し利用後も引き続き情報提供するとともに、利用後の移住者について
　　　は、定住奨励金を交付し移住者数の増加を図る
　
　※その他財源の諸収入は、お試し定住体験施設体験料　　　　　　　　　　　　　　 

款 総務費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 10,000 0 

事業の概要　会計名

市長段階査定額 15,931 0 

総務管理費

目 企画費

補正前額 0 

要求額 6,965 

総務部長段階査定額 0 

地方債 0 0 

その他 60 0 

一般財源 5,871 諸収入 60 

計 15,931 その他 0 

行財政改革課処理欄
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